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調査紹介

タイ湾沈船積載陶磁器の調査
向井 亙（大学院社会環境科学研究科）

1．調査に至る経過
筆者は、2000年8月１日～30日、タイはチャ

ンタブリ水中考古学局(以下水中考古学局)で
タイ湾沈船積載陶磁器の調査を行った。その
経過と成果の一端を紹介する。
調査開始の契機は、佐々木達夫教授に今年9

月に開催された第21回貿易陶磁器研究集会に
おいて、タイ湾沈船積載陶磁器の発表機会を
いただいたことにある。筆者は、タイ芸術局
刊行の報告書や博物館に陳列されている陶磁
器のガラス越しの観察では不十分であると考
え、タイはシラパコーン大学スリン教授に推
薦状を頂き、調査に至った。発表の詳細につ
いては 野上、向井2000)を参照のこと。(

2．目的：東南アジア地域編年軸の作成
調査目的は、沈船資料と窯跡発掘成果に基

づくタイ輸出陶磁器の編年案作成である。編
年案作成にあたり、標準遺物をシーサッチャ
ナライ施釉陶磁器にもとめた。理由は、(1)窯
跡発掘成果から陶磁器の変遷の大枠が把握で

。 、きる (2)東南アジア全域とアジア各地の遺跡
そして沈船から多量に出土。(3)操業期間が14
世紀後半～16世紀末と長期間。標準遺物に加
え、さらにノイ川窯黒褐釉陶磁器四耳壷やス
コータイ釉下黒彩陶磁器の盛衰を組み合わせ、
14世紀後半～17世紀代の東南アジア地域編年
とした。近年、日本中世城館遺跡や港湾遺跡
より、東南アジア陶磁器の出土事例が報告さ
れるようになった。出土東南アジア陶磁器の
理解には、正確な制作地と生産年代の同定が
不可欠である。しかし日本では、タイ、ベト
ナム陶磁器を茶器として珍重したこともあり、
伝世の可能性を考慮すると日本出土事例から
正確な生産年代推定は困難である。
沈船積載陶磁器が編年研究に果たす役割は

大きい。つまり、その一括性と中国陶磁器の
共伴事例から年代推定が可能である。また、
東南アジア発見の沈没船の多くは、様々な窯
の陶磁器を混載して発見されることが多く、
同時期に如何なる陶磁器が流通していたかを
知る重要な資料となる。

3．調査
タイ湾では多数の沈船が発見される。調査

に際し、以下の条件を満たす沈船の積載陶磁
器を抽出した。第1に、中国陶磁器とシーサッ

チャナライ陶磁器が積載されること。第2に、
水中考古学局に1隻の沈船積載陶磁器として比
較的多数の陶磁器が所蔵されるもの。第3に、
船体などの発掘状況が明らかにされているも
の。しかし、これらの条件はあくまでも原則
である。すなわち、水中考古学局に所蔵され
る積載陶磁器は全体の極一部であり、多くの
資料は所蔵スペースの狭さから各地の国立博
物館に分蔵されているのである。この条件の
もと、5隻の沈船積載陶磁器の調査を行った。
積載陶磁器は、タイ陶磁器以外に、中国陶

磁器・ベトナム陶磁器がある。生産地を列挙
すると、中国陶磁器（浙江省龍泉窯青磁・江

）、西省景徳鎮窯青花磁器・福建地域褐釉陶磁器
タイ陶磁器 シーサッチャナライ窯・スコタイ(
窯・ノイ川窯・バンプーン村窯 、 ベトナム陶)
磁器 チュウダオ窯・ゴサイン窯・ゴカイメイ(
窯 、産地不明。)
積載陶磁器の年代推定に重要な資料は中国

陶磁器である。中国陶磁器の年代比定は、中
国紀年銘墓出土資料や日本中世遺跡出土事例
が根拠となる。さらに、1980年代のシーサッ
チャナライ窯跡発掘成果が施釉陶磁器の変遷
に重要な手がかりを与える。

4．調査成果－輸出タイ陶磁器の編年案概要－
タイ陶磁器の沈船積載最古事例 ランクイエ(

ン沈船)は14世紀後半～15世紀初めに年代比定
されるシーサッチャナライ青磁とバンプーン
村窯無釉陶磁器である。シーサッチャナライ
青磁は、素地は粗く、色調は茶褐色。素地上
に化粧土をかけ、その上から施釉。窯跡発掘
成果では最古期施釉陶磁器に位置付けられ、

陶磁器と呼ばれる。MON
15世紀前葉 シーチャン島沖沈船2)には、シ(

ーサッチャナライ釉下黒彩陶磁器と青磁が確
認できる。釉下黒彩陶磁器は、素地が 陶MON
磁器よりも細かくなり、灰褐色。素地上に化
粧土をかけ、化粧土上に黒彩文をあらわし、
その上から施釉。この時期に出現するスコー
タイ釉下黒彩陶磁器も同様の技法である。ス
コータイ陶磁器の黒彩文は草花文が主体であ
る。シーサッチャナライ青磁は、素地は細か
くなり、灰白色となる。素地上に直接釉薬を

MONかける。これとは別に、黒褐釉陶磁器は
陶磁器の素地と同じ特徴を有する。上記の特
徴を有するシーサッチャナライ・スコタイ陶
磁器は遺跡出土事例が少ない。
15世紀中葉(クラム島沖沈船)、シーサッチ

ャナライ陶磁器は青磁が主要を占める。素地
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は細かく、灰白色、素地上に直接施釉。この
時期の青磁の釉薬、素地、そして装飾技術は
最高水準に到達する。スコタイ陶磁器は釉下
黒彩陶磁器の生産を継続するが、その意匠は1
5世紀前葉の草花文と異なり、魚文が多用され
る。上記の特徴を有する陶磁器は、東南アジ
ア各遺跡から多量に出土する。ここから、タ
イ陶磁器の本格的輸出は、15世紀中葉以降で
あると推定できる。また、コンテナ陶磁器と
して18世紀まで大量生産されたノイ川窯黒褐
釉四耳壷がこの時期に出現することも注目す
べきである。この時期の日本には、特に沖縄
からまとまってタイ陶磁器が出土している 首(
里城・勝連城 。)
16世紀前葉(クランアオ沈船)、シーサッチ

ャナライ陶磁器では青磁が主要を占めるが、
その品質や装飾は15世紀中葉に比べ低下する。
近年発表されたフィリピン、レナ沈船から、
シーサッチャナライ青磁の品質は15世紀末に
は既に低下していた。シーサッチャナライ青
磁の他、白濁釉陶磁器もみられる。ノイ川窯
では黒褐釉四耳壷以外にも多種多様な器種の
黒褐釉・無釉陶磁器が生産される。その主要
は壷・鉢・瓶類であり碗皿類は極僅かである。
16世紀後葉(シーチャン島沖沈船1・リン島

沖沈船・クラダット島沖沈船 の資料について)
は、極一部の資料を実見したにすぎないが、
芸術局作成の実測図を水中考古学局において
複写することができた。現在資料整理中であ

(16るが、シーサッチャナライ陶磁器には青磁
世紀前葉と変化無し に加え、釉下黒彩陶磁器)
が確認できる。この陶磁器は、いわゆる宋胡
録として日本で珍重された類であり、合子や
小瓶などが確認できる。ノイ川黒褐釉四耳壷
には、これまでの短い頸部を有する系統に加
え、頸部を有さない肩部に白泥をかける新た
な系統が加わる。この類が堺・長崎・博多な
どで多量に出土する四耳壷である。頸部を有
する系統は16世紀末に姿を消すが、頸部を持
たない新たな系統は、18世紀前半 インドネシ(
ア・リズダム沈船 まで継続する。シーサッチ)
ャナライ陶磁器が見られるのも16世紀末まで
である。

5．今後の課題
今年の夏季調査以降、更に新たに2隻の沈没

船積載陶磁器のカタログが刊行されている。1
隻は、ベトナム中部ホイアン沖合のクーラオ
チャム沈船(15世紀後半)であり、もう1隻はフ
ィリピンで発見されたレナ沈船(15世紀末～16

世紀初)である。このような新たな資料の追加
と共に、今回調査を果たすことのできなかっ
た国立博物館所蔵資料の追加調査を行い、四
半世紀単位で輸出タイ陶磁器の編年案を作成
したい。
一方で、沈船積載陶磁器は、当時の物資の

海上運搬方法を表す重要な資料でもある。陶
磁器は、製品として取り引きされた陶磁器だ
けではなく、物資を船に積載する際にコンテ
ナとして機能した側面もある。特にタイ陶磁
器には、ノイ川窯黒褐釉四耳壷にみられるコ
ンテナ機能が重視されるべきである。今後は、
製品としての陶磁器研究に加え、コンテナ陶
磁器の視点に立ち海上運搬と陶磁器の関わり
にも注目したい。その際、沈船積載陶磁器は
新たな姿を示すと考えている。
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ズボンと行縢
（ ）柳生 俊樹 大学院文学研究科

最近、絵画や彫刻に表された人物像の下半
身が気になる。男性像・女性像を問わない。
何を履いているのか。ズボンか、スカートか。
あるいは何も履いていないのか。別に、妙な
趣味があるわけではない。騎馬文化と関連し
た「ズボン」の歴史に興味を持っているので、
図像を観察する際、まず下半身に目がいって
しまうのである。

現在の研究テーマについて
一体、いつ、どこで、誰が、ズボンという

ものを発明したのか。たしかなことは何もわ
かっていない。服飾史の概説書は、大抵の場
合、中央ユーラシア草原の騎馬遊牧民と関連
づけて説明している。ズボンが乗馬服として
用いられることが多いからだ 「発明」はとも。
かくとして、ズボンの普及には、前一千年紀
前半以降の騎馬遊牧民が大きく関わっている
ことだけは間違いないようである。
そうした、ズボンの始まりから各地への伝

播、そして現在に至るまでの用途・形態を含
めた変遷は、古今東西の様々な文化に関係し、
文化交流史的に興味深い。しかし 「ズボン」、


